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	ホクコーロディーAA水和剤
	■種 類 名：フェンプロパトリン水和剤
	■有効成分：フェンプロパトリン 10.0%
	■化管法指定物質：フェンプロパトリン［第２種］ 10.0%
	ｼﾞﾒﾁﾙ(1-ﾌｪﾆﾙｴﾁﾙ)ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ［第１種］ 19.0%
	■登録番号：第17117号
	■毒    性：医薬用外劇物
	■登録初年：1988.10.25
	■性    状：類白色水和性粉末　45μm以下
	■有効年限：5年
	■包    装：500g×20袋
	【特長】
	 広範囲の害虫に効果のある合成ピレスロイド系殺虫剤で、果樹のカメムシ類のほか、シンクイムシ類、ハマキムシ類に効果がある。
	【適用内容】(2024年11月末日現在)
	【効果・薬害等の注意】
	【安全使用上の注意】

	ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝを
	本剤の
	希釈
	使用
	使用
	含む農薬の
	使用
	使用時期
	倍数
	適用害虫名
	作物名
	方法
	液量
	総使用回数
	回数
	(倍)
	1000～2000
	アブラムシ類、ミノガ類
	９回以内
	(噴射は５回以内、
	４回
	収穫７日前まで
	かんきつ
	2000
	チャノキイロアザミウマ
	散布及びくん煙は
	以内
	合計４回以内)
	1000
	ハスモンヨトウ
	シンクイムシ類、キンモンホソガ
	1000～1500
	アブラムシ類、ハマキムシ類
	カメムシ類
	りんご
	７回以内
	ナミハダニ、リンゴハダニ
	２回
	1000
	(噴射は５回以内、
	ギンモンハモグリガ
	以内
	散布は２回以内)
	1000～1500
	アブラムシ類、シンクイムシ類
	収穫前日
	ハマキムシ類
	なし
	まで
	カメムシ類、ハダニ類、コガネムシ類
	1000
	1000～2000
	モモハモグリガ
	１０回以内
	５回
	(噴射は５回以内、
	もも
	以内
	散布は５回以内)
	1000
	アブラムシ類、シンクイムシ類
	200～700
	散布
	シンクイムシ類
	すもも
	㍑/10ａ
	７回以内
	２回
	収穫
	(噴射は５回以内、
	2000
	以内
	21日前
	チャノキイロアザミウマ
	ぶどう
	散布は２回以内)
	まで
	カキノヘタムシガ
	８回以内
	３回
	収穫７日前まで
	チャノキイロアザミウマ
	(噴射は５回以内、
	1500
	かき
	以内
	カキクダアザミウマ、カメムシ類
	散布は３回以内)
	ハマキムシ類
	７回以内
	２回
	収穫前日
	(噴射は５回以内、
	ケムシ類
	おうとう
	以内
	まで
	散布は２回以内)
	2000
	ケムシ類
	８回以内
	モモヒメヨコバイ
	３回
	収穫７日前まで
	(噴射は５回以内、
	うめ
	以内
	2000～4000
	アブラムシ類
	散布は３回以内)
	ノコメトガリキリガ
	９回以内
	(噴射は５回以内、
	４回
	収穫前日
	アブラムシ類、カメムシ類
	2000
	びわ
	散布及びくん煙は
	以内
	まで
	ビワキジラミ
	合計４回以内)

